
は
じ
め
に

　

羽
田
空
港
は
、日
本
最
大
の
拠
点
空
港

と
し
て
、国
内
各
地
の
空
港
と
結
ば
れ
、平
成

24
年
の
年
間
利
用
者
数
は
、6
6
8
0
万
人
。

ピ
ー
ク
時
の
航
空
機
の
離
着
陸
の
頻
度
は

２
分
に
１
回
と
日
本
一
忙
し
い
空
港
で
す
。

　

平
成
22
年
10
月
に
は
再
拡
張
事
業
と

し
て
整
備
さ
れ
た
４
本
目
の
滑
走
路（
以
下
、

D
滑
走
路
）及
び
国
際
線
地
区（
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
及
び
エ
プ
ロ
ン
）が
供
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
際
便
の
本
格

乗
り
入
れ
が
ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
の
羽
田

か
ら
世
界
の
羽
田
と
し
て
新
た
に
歩
み

始
め
て
い
ま
す
。

再
拡
張
事
業
の
概
要

　

再
拡
張
事
業
は
年
間
の
発
着
能
力
を

増
強
し
、発
着
容
量
の
制
約
の
解
消
、多
様

な
路
線
網
の
形
成
、
多
頻
度
化
に
よ
る
利

用
者
利
便
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
の
国
内
航
空
需
要
に
対
応
し
た
発
着
枠

を
確
保
し
つ
つ
国
際
定
期
便
を
可
能
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

再
拡
張
事
業
の
計
画
は
平
成
12
年
に
首

都
圏
第
３
空
港
調
査
検
討
会
に
お
い
て
議

論
さ
れ
た
の
が
具
体
化
の
始
ま
り
で
、そ
れ

か
ら
10
年
間
で
計
画
～
調
整
～
工
事
ま
で

を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

D
滑
走
路
で
用
い
ら
れ
た
P
C
技
術

　

再
拡
張
事
業
の
中
核
と
し
て
整
備
さ
れ
た

D
滑
走
路
は
現
空
港
の
6
0
0ｍ
沖
合
に
位
置

す
る
長
さ
2
5
0
0ｍ
の
海
上
施
設
で
、隣
接

す
る
多
摩
川
の
河
口
域
に
位
置
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
通
水
性
を
確
保
す
る
た
め
に
桟
橋

構
造
を
採
用
し
、埋
立
構
造
と
桟
橋
構
造
に

よ
る
国
内
初
の
複
合
構
造
で
す
。ま
た
、桟
橋

部
は
杭
本
数
の
削
減
や
プ
レ
ハ
ブ
化
に
よ
る図－１　桟橋部の構造

国土交通省関東地方整備局
東京空港整備事務所
所長 水上 純一

明
日
を
築
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
風
景 
♯003
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工
程
短
縮
、近
接
す
る
羽
田
空
港
が
運
用
中

で
あ
る
た
め
施
工
時
間
に
制
限
が
あ
る
等
を

理
由
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
桟
橋
構
造
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
構
造
は
こ
れ
ま
で

に
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
や
港
湾
施
設

で
の
適
用
実
績
は
あ
る
も
の
の
、
広
大
な

空
港
基
盤
施
設
と
し
て
の
適
用
は
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
鋼
桁
上
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

床
版
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
床

版
は
滑
走
路
や
誘
導
路
を
含
む
桟
橋
中
央
部

約
31
万
㎡
を
工
場
製
作
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C

床
版（
以
下
、P
C
a
床
版
）（
約
１
０
７
０
０

枚
、標
準
寸
法
約
６.
６ｍ
×
約
3.
3ｍ
）

と
現
場
打
設
の
間
詰
め
部
か
ら
な
る
連
続

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
、
残
り
の
外
周
部
約

20
万
㎡
は
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク

リ
ー
ト（
U
F
C
）製
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
床
版

（
約
６
９
０
０
枚
、
標
準
寸
法
７.
8
2ｍ
×

３.
６
１ｍ
）が
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
工
数

量
の
約
7
割
に
相
当
す
る
部
分
を
工
場
製

作
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C
版
と
し
、P
C
a

版
同
士
を
場
所
打
ち
の
R
C
構
造
で
連
続

化
す
る
構
造
で
す
。
P
C
a
床
版
の
施
工

範
囲
は
滑
走
路
平
行
方
向
約
８
５
０ｍ
、滑

走
路
直
角
方
向
約
４
０
０ｍ
、面
積
約
31
万

㎡
と
広
大
で
、
世
界
最
大
規
模
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
床
版
を
伸
縮
目
地
等
を
設
け
ず
、一

枚
の
床
版
と
し
て
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、P
C
a
床
版
は
空
港
施
設
区
分

（
滑
走
路
、
誘
導
路
、
高
速
脱
出
誘
導
路
、

シ
ョ
ル
ダ
ー
、過
走
帯
、着
陸
帯
）毎
の
要
求

性
能
に
応
じ
、床
版
厚
、P
C
鋼
材
量
、補
強

鋼
材
量
を
適
切
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

D
滑
走
路
の
設
計
供
用
年
数
は
１
０
０
年

間
と
長
く
、長
期
に
渡
る
基
盤
施
設
の
構
造

安
定
性
・
耐
久
性
の
確
保
、維
持
管
理
の
観
点

か
ら
D
滑
走
路
を
支
え
る
確
か
な
技
術
の
一

つ
と
し
て
P
C
床
版
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

　

D
滑
走
路
供
用
開
始
か
ら
２
年
半
が
経

過
し
た
今
、D
滑
走
路
は
維
持
管
理
計
画

に
沿
っ
て
維
持
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

桟
橋
部
の
基
盤
施
設
は
構
造
耐
久
的
に
ほ
ぼ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
意
識
し
た
設
計
・

施
工
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、経
年
変
化
に
よ

る
構
造
部
材
の
劣
化
を
見
逃
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、日
々
の
維
持
管
理
業
務
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
点
検
・
調
査
を
合
理
的
に
実
施

し
、予
防
保
全
的
か
つ
、確
実
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
航
空
機
の
安
全
な
運
航

を
確
保
す
る
と
い
う
大
き
な
使
命
を
も
っ
て
、

私
た
ち
は
D
滑
走
路
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。  

図－2　桟橋部床版構造区分

図－3　PCa床版設置概念図

羽田空港再拡張事業と
PC技術
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写
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提
供
:
羽
田
再
拡
張
D
滑
走
路
J
V
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め
て
こ
の
道
路
へ
の
国
民
の
期
待
の
大
き
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。
今
回
は
、圏
央
道
の
現

在
の
状
況
及
び
圏
央
道
の
中
で
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が
ど
こ
で
活
躍
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
圏

央
道
が
開
通
し
た
際
に
予
想
さ
れ
る
効
果

等
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

２
．
圏
央
道
は
今

　

圏
央
道
の
構
想
が
出
た
の
は
、1
9
6
0
年

代
前
半
の
こ
と
で
、当
時
は
現
在
の
ル
ー
ト

の
内
側
を
通
る
一
回
り
小
さ
な
環
状
道
路

構
想
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、そ

の
後
の
市
街
化
の
急
激
な
膨
張
を
踏
ま
え
、

1
9
7
6
年
の
第
３
次
首
都
圏
基
本
計
画

で
今
の
計
画
に
ま
と
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
30
年
を
超
え
る
年
月
を
経
て
、圏

央
道
は
、2
0
1
3
年
４
月
末
現
在
で
全
体

の
約
６
割
に
当
た
る
約
1
7
0
㎞
が
開
通

し
て
お
り
、中
央
道
と
関
越
道
は
圏
央
道
に

よ
っ
て
既
に
連
結
さ
れ
て
い
る
。
現
在
中
央

道
か
ら
関
越
道
ま
で
の
区
間
は
４
車
線
で

約
4
6
0
0
0
台
/
日（
圏
央
鶴
ヶ
島
～

鶴
ヶ
島
J
C
T
）の
交
通
が
利
用
し
て
い
る
。ま

た
、つ
く
ば
中
央
I
C
か
ら
常
磐
道
を
挟
ん

で
稲
敷
I
C
ま
で
の
区
間
で
は
２
車
線
で
約

１
７
０
０
０
台
/
日（
つ
く
ば
J
C
T
～
つ
く

ば
牛
久
I
C
）の
交
通
が
利
用
し
て
い
る
。両
区

間
と
も
に
利
用
交
通
量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、用
地
買
収
の
状
況
や
公
共
事
業

予
算
全
体
の
進
展
に
も
よ
る
が
、現
時
点
で

は
2
0
1
3
年
度
か
ら
2
0
1
4
年
度
に

か
け
て
、さ
ら
に
約
90
㎞
の
開
通
を
目
指
し
て

１
．
は
じ
め
に

　

圏
央
道
は
、都
心
か
ら
半
径
40
㎞
～
60
㎞

の
位
置
に
計
画
さ
れ
た
総
延
長
約
３
０
０
㎞

の
環
状
道
路
で
あ
る
。
圏
央
道
は
、
横
浜
、

厚
木
、八
王
子
、川
越
、つ
く
ば
、成
田
及
び

木
更
津
等
の
都
市
を
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

首
都
高
速
中
央
環
状
線
や
東
京
外
か
く
環

状
道
路
と
あ
わ
せ
て
首
都
圏
三
環
状
道
路

と
し
て
、東
名
道
、中
央
道
、関
越
道
、東
北

道
、
常
磐
道
及
び
東
関
東
道
等
の
都
心
か

ら
の
放
射
状
の
高
速
道
路
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

首
都
圏
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
を
な
す
も

の
で
あ
る
。（
図

－

１
）

　

都
心
の
用
の
な
い
通
過
交
通
が
都
心
に

侵
入
す
る
こ
と
に
よ
る
都
心
の
交
通
渋
滞

は
、久
し
く
首
都
圏
機
能
の
障
害
と
な
っ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、現
在
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

２
０
２
０
年
に
東
京
に
誘
致
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
誘
致
の
最
大

の
ネ
ッ
ク
の
１
つ
は
都
心
の
交
通
渋
滞
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

圏
央
道
は
、こ
の
よ
う
な
首
都
圏
の
交
通

状
況
を
大
き
く
改
善
す
る
道
路
と
し
て

計
画
・
整
備
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

土
地
利
用
が
高
度
に
さ
れ
て
い
る
首
都
圏

で
の
道
路
建
設
ゆ
え
に
用
地
の
取
得
や

生
活
環
境
と
の
調
和
の
確
保
な
ど
に
長
い

時
間
を
要
し
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の

概
成
が
具
体
的
と
な
っ
て
き
た
。

　

筆
者
は
、2
0
1
1
年
７
月
よ
り
こ
の
首

都
圏
三
環
状
道
路
の
計
画
・
整
備
を
直
接

担
当
し
て
い
る
が
、直
接
担
当
し
て
あ
ら
た

圏央道を担うプレストレストコンクリート橋

国土交通省
関東地方整備局

道路部長 池田 豊人

写真ー1　海老名IC～相模原愛川IC開通式
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桶
川
・
北
本
I
C
か
ら
茨
城
県
五
霞
I
C

ま
で
の
約
27
㎞
が
開
通
す
る
見
込
み
で
あ

り
、こ
れ
に
よ
り
、東
名
道
、中
央
道
、関
越

道
及
び
東
北
道
の
４
つ
の
高
速
道
路
が
連
結

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、茨
城
県
稲
敷
I
C
か
ら

東
関
東
道
の
J
C
T
で
あ
る
千
葉
県
大
栄

J
T
C（
仮
称
）ま
で
の
約
21
㎞
の
開
通
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り
常
磐
道
と
東
関

東
道
が
連
結
す
る
と
と
も
に
、首
都
圏
北
東

部
か
ら
の
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図

ら
れ
る
。

　

残
る
茨
城
県
五
霞
I
C
か
ら
茨
城
県
つ

く
ば
中
央
I
C
ま
で
も
引
き
続
き
開
通
見
込

み
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
、東
名
道
、中
央
道
、

関
越
道
、東
北
道
、常
磐
道
及
び
東
関
東
道

が
全
て
連
結
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、首
都
圏
の

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
は
格
段
に

向
上
す
る
こ
と
と
な
る
。

３
．
圏
央
道
を
担
う

　
　
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

　

圏
央
道
で
は
、多
く
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が
活
躍
し
て
い
る
。
圏
央

道
は
首
都
圏
の
外
郭
部
を
通
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、ル
ー
ト
に
は
、地
形
が
急
峻
な
箇

所
も
多
い
。
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
が
活
躍
す
る
の
は
そ
の
よ
う
な
場
所
で

の
架
橋
工
事
で
あ
る
。

　

圏
央
道
の
西
側
区
間
の
神
奈
川
県
相
模
原

市
の
相
模
原
I
C
の
ラ
ン
プ
橋
の
一
部
を
な

す
串
川
橋
は
、そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
串
川

図－1　三環状道路について

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
４
月
27
日
に
は
、千
葉
県
木
更
津
東

I
C
か
ら
千
葉
東
金
道
路
ま
で
の
約
43
㎞
が

開
通
す
る
予
定
で
あ
る
。こ
の
開
通
に
よ
り
房

総
地
域
の
高
速
道
路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、神
奈
川
方
面
か
ら
成
田
空

港
へ
の
新
た
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
誕
生
す
る
。

　

ま
た
、こ
の
３
月
30
日
に
、神
奈
川
県
海
老

名
I
C
か
ら
神
奈
川
県
相
模
原
愛
川
I
C

ま
で
の
約
10
㎞
が
開
通
し
た
が
、こ
れ
か
ら
約

１
年
後
に
は
相
模
原
愛
川
I
C
か
ら
東
京

都
高
尾
山
I
C
の
約
15
㎞
が
開
通
見
込
み

で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
、沿
線
地
域
の
高
速
道

路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
や
並
行
す
る
国

道
16
号
の
渋
滞
解
消

が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、東
名
道
、中
央
道

及
び
関
越
道
が
連
結

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
写
真

－

１
）

　

さ
ら
に
、
こ
の
4

月
14
日
に
神
奈
川
県

寒
川
北
I
C
か
ら
新

湘
南
道
路
の
茅
ヶ
崎

J
C
T
ま
で
の
約
５

㎞
が
開
通
し
た
が
、こ

れ
か
ら
約
1
年
後
に

は
東
名
高
速
道
路
と

の
J
C
T
の
海
老
名

J
C
T
か
ら
寒
川
北

I
C
ま
で
の
約
３
㎞

が
開
通
す
る
見
込
み

で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
、

神
奈
川
県
湘
南
地
域

と
関
越
道
等
の
放
射

状
の
高
速
道
路
と
連

結
さ
れ
る
。

　

ま
た
、2
0
1
4

年
度
に
は
、
埼
玉
県

橋
は
、一
級
河
川
の
串
川
を
渡
河
す
る
橋
梁

で
あ
る
が
、急
峻
地
形
の
た
め
橋
脚
が
高
さ

47ｍ
と
高
い
上
に
、本
線
と
ラ
ン
プ
が
橋
梁

上
で
分
岐
す
る
た
め
曲
線
橋
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、上
部
工
の
架
設
が
難
し
く
、現
場
で

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
可
能
な
Ｐ
Ｃ
橋
が

選
定
さ
れ
た
。
本
線
部
分
は
、橋
長
3
0
5

ｍ
、最
大
支
間
長
1
3
7ｍ
の
３
径
間
連
続

Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。
ま
た
、こ
れ

に
接
続
す
る
ラ
ン
プ
橋
も
橋
長
2
4
5ｍ
の

３
径
間
連
続
Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
橋
の
特
徴
と
し
て
は
、Ａ
１
橋

台
か
ら
Ｐ
２
橋
脚
ま
で
の
２
径
間
は
上
り

線
と
下
り
線
を
張
り
出
し
床
版
部
分
で
一
体

化
さ
せ
た
幅
約
24ｍ
の
２
主
箱
桁
の
断
面

構
造
で
、ラ
ン
プ
が
合
流
す
る
Ｐ
２
橋
脚
か

ら
Ａ
２
橋
台
ま
で
の
１
径
間
は
幅
約
31ｍ

か
ら
約
28ｍ
ま
で
変
化
す
る
３
主
箱
桁
と

な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

写真ー2　串川橋施工現場
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串
川
橋
の
工
事
は
、工
事
開
始
ま
で
の
調

整
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
で
工
期
が
非
常
に

厳
し
く
な
っ
た
た
め
、施
工
ヤ
ー
ド
を
工
夫

し
て
下
部
工
と
上
部
工
の
同
時
施
工
を
行
っ

た
こ
と
や
、上
に
述
べ
た
よ
う
に
幅
員
や
基

本
構
造
が
変
化
す
る
と
い
っ
た
特
殊
な
形
状

の
橋
梁
で
あ
る
た
め
、移
動
作
業
車
を
導
入

し
た
こ
と
な
ど
、圏
央
道
の
中
で
も
難
工
事

と
な
り
ま
し
た
が
、プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
の
特
性
が
生
か
さ
れ
た
橋
梁

の
代
表
例
と
い
え
る
。（
写
真

－

2
）

４
．
圏
央
道
に
託
さ
れ
る
も
の

（1） 

首
都
東
京
の
国
際
競
争
力
強
化

①
現
在
首
都
高
都
心
環
状
線
を
利
用
す
る

交
通
の
約
６
割
は
都
心
環
状
の
I
C
を
利

用
し
な
い
い
わ
ゆ
る
通
過
交
通
で
あ
る
こ

と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、都
心
の
渋
滞
の

主
な
原
因
の
１
つ
は
通
過
交
通
の
侵
入
で

あ
る
。
首
都
圏
三
環
状
道
路
に
よ
り
こ
の

通
過
交
通
が
環
状
に
転
換
し
、都
心
の
渋
滞

緩
和
が
図
ら
れ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
誘
致
の
マ
イ
ナ
ス
要
因

が
都
心
の
交
通
渋
滞
で
あ
る
こ
と
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、交
通
渋
滞
は
首
都
東
京
の

魅
力
を
減
ず
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、こ
の

解
消
に
よ
り
、東
京
の
国
際
競
争
力
は
ア
ッ

プ
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
都
心
部
の
新
た
な
土
地
利
用
の
可
能
性

　

首
都
高
速
都
心
環
状
線
は
都
心
の
川
の

上
空
や
極
め
て
高
度
利
用
さ
れ
て
い
る
都

心
部
の
一
部
を
占
有
し
て
い
る
。
圏
央
道

を
は
じ
め
、
首
都
圏
三
環
状
道
路
が
完
成

す
る
こ
と
で
、都
心
環
状
線
を
一
時
的
に
ス

ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
実
現
性
が
高
ま
り
、都

心
環
状
線
の
再
構
築
の
検
討
が
可
能
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
に
も
日
本
橋
周
辺
の
首
都

高
速
都
心
環
状
線
を
地
下
化
す
る
こ
と
に

よ
る
日
本
橋
周
辺
の
新
た
な
街
づ
く
り
が

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、首
都
圏
三
環
状

道
路
が
完
成
す
れ
ば
、こ
の
提
案
を
含
め

都
心
部
の
様
々
な
新
た
な
土
地
利
用
の
可

能
性
が
創
出
さ
れ
る
。

（2） 
圏
央
道
沿
道
の
新
た
な
開
発

　

圏
央
道
沿
線
に
、
今
物
流
事
業
者
等
か

ら
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
先
日
テ

ナ
ン
ト
型
の
物
流
倉
庫
事
業
者
の
方
か
ら

話
を
聞
い
た
が
、圏
央
道
沿
線
は
、地
価
が

比
較
的
安
い
こ
と
、
放
射
状
道
路
と
接
続

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
多
方
面
と
の
ア
ク
セ

ス
に
優
位
な
こ
と
、都
心
部
と
の
時
間
距
離

が
比
較
的
短
い
こ
と
及
び
労
働
力
の
確
保

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
物
流
事
業

と
り
わ
け
集
配
送
系
の
物
流
事
業
に
は
格

好
の
エ
リ
ア
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
集
配
送

の
交
通
需
要
は
、ネ
ッ
ト
販
売
の
進
展
や
高

齢
社
会
で
の
宅
配
の
増
加
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、今
後
大
き
く
伸
び
る
と
思
わ
れ

る
が
、
圏
央
道
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す

と
考
え
ら
れ
る
。

（3） 

我
が
国
の
新
た
な
国
土
構
造
の
構
築

　

2
0
1
1
年
3
月
に
北
関
東
自
動
車
道

（
北
関
東
道
）が
全
通
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

北
関
東
道
、上
信
越
道
、長
野
道
及
び
中
央

道
が
つ
な
が
り
、
東
海
道
と
は
別
に
、
我
が

国
に
内
陸
の
新
た
な
東
西
軸
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
は
、こ
れ
ま
で
東

海
道
地
域
が
経
済
発
展
の
牽
引
役
を
担
っ

て
き
た
が
、今
後
は
こ
れ
に
加
え
て
内
陸
の

こ
の
東
西
軸
周
辺
の
地
域
が
経
済
発
展
の

一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
近
年
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
発

展
は
目
覚
ま
し
く
、
我
が
国
の
貿
易
の
相

手
国
を
見
る
と
、
20
年
前
は
米
国
が
第
１

位
で
あ
っ
た
が
、現
在
は
中
国
が
第
１
位
で

あ
り
、韓
国
も
第
３
位
で
あ
る
。
こ
の
変
化

に
伴
い
、中
国
・
韓
国
と
地
理
的
優
位
性
の

あ
る
日
本
海
側
の
港
の
価
値
が
高
ま
っ
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
か
ら
も
、
内
陸
の
東
西
軸
の
重
要
性

は
高
ま
る
と
考
え
る
。

　

圏
央
道
は
、常
磐
道
、東
北
道
、関
越
道

及
び
中
央
道
を
経
由
し
て
こ
の
内
陸
の
東

西
軸
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
首
都
圏

地
域
及
び
周
辺
地
域
は
、こ
れ
ま
で
主
と
し

て
、
東
京
湾
岸
地
域
及
び
東
海
道
方
面
と

の
連
携
に
よ
る
経
済
発
展
を
目
指
し
て
き

た
が
、圏
央
道
が
完
成
す
る
と
、今
後
は
日

本
海
地
域
及
び
内
陸
の
東
西
軸
方
面
と
の

連
携
に
よ
る
経
済
発
展
を
目
指
す
動
き
が

出
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

５
．
目
標
宣
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
れ
ま
で
の
高
速
道
路
整
備
で
は
、開
通

の
直
前
ま
で
開
通
時
期
を
明
示
し
て
こ
な

い
こ
と
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、圏
央
道
に
お

い
て
は
、2
0
0
5
年
度
に
お
い
て
、
そ
の

時
点
で
未
開
通
だ
っ
た
区
間
の
完
成
予
定

年
度
を
具
体
的
に
明
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、特
に
新
た
な
土
地
利
用

の
可
能
性
の
高
い
圏
央
道
沿
線
へ
の
工
場

団
地
等
の
立
地
が
促
進
さ
れ
、
開
通
を
見

込
ん
で
の
工
場
進
出
も
進
ん
で
い
る
。
高

速
道
路
の
整
備
は
、
用
地
買
収
の
時
期
や

公
共
事
業
予
算
の
確
保
な
ど
不
確
定
な
要

素
が
多
い
た
め
、
開
通
予
定
年
度
を
明
示

す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
も
事
実
で

あ
る
が
、
高
速
道
路
整
備
の
経
済
効
果
を

増
加
さ
せ
る
観
点
か
ら
も
、
可
能
な
限
り

早
い
時
期
で
の
開
通
予
定
年
度
の
明
示
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

６
．
お
わ
り
に

　

2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、我
が
国
の
置
か
れ
て
い
る
自
然
環
境

の
厳
し
さ
を
、あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。
そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
自
然
状
況
下
で

今
後
も
我
が
国
の
発
展
を
目
指
し
て
い
く

た
め
に
、
災
害
に
強
く
緊
急
輸
送
上
も
有

効
な
高
速
道
路
整
備
が
再
認
識
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、道
路
行
政
の
一
端
を
担
う

筆
者
も
責
任
の
大
き
さ
を
痛
感
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、圏
央
道

は
長
い
歳
月
を
か
け
て
よ
う
や
く
概
成
が

具
体
的
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、首

都
圏
の
み
な
ら
ず
我
が
国
の
国
土
構
造
を

強
く
し
な
や
か
な
も
の
に
変
貌
す
る
基
盤

と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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首
都
圏
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
担
う
新

し
い
電
波
塔
と
し
て
、東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

（
写
真

—
１
）
が
2
0
1
2
年
5
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
タ
ワ
ー
は
民
間
施
設

で
は
あ
る
も
の
の
、情
報
送
信
を
担
う
公
共

性
の
高
さ
か
ら
、﹁
大
地
震
な
ど
の
災
害
後

も
送
信
す
る
﹂と
い
う
高
い
性
能
を
課
す
こ

と
が
企
画
段
階
で
決
ま
っ
た
。

　

構
造
設
計
で
は
、こ
の
高
い
要
求
性
能
を

満
足
す
る
た
め
、地
震
や
強
風
時
に
お
け
る

タ
ワ
ー
の
揺
れ
を
抑
え
る
新
し
い
概
念
の
制

振
機
構
を
開
発
し
た
。
こ
れ
が
心
柱
制
振

機
構
で
、錘
を
使
っ
て
構
造
物
の
揺
れ
を
抑
え

る﹁
質
量
付
加
機
構
﹂の
概
念
を
応
用
し
、﹁
心

柱
﹂と
呼
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
シ
ャ
フ
ト（
写
真

—

２
）に
そ
の
錘
の
役
割
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

こ
の
機
構
で
は
、錘
は
重
い
ほ
ど
効
果
が

高
い
。
開
発
初
期
に
は
一
般
的
な﹁
鉄
板
﹂に

よ
る
錘
を
展
望
台
に
設
置
す
る
案
も
検
討

し
た
が
、な
か
な
か
十
分
な
重
さ
が
確
保
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
中
央
コ
ア
そ
の
も
の
を

重
量
の
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
し
、展
望

台
に
乗
せ
ず
に
自
立
さ
せ
る
こ
と
を
思
い
つ

い
た
。
煙
突
の
施
工
法
と
し
て
実
績
の
多
い

ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
を
応
用
す
る
こ
と

は
、ほ
ぼ
同
時
に
決
め
た
。
開
発
に
お
い
て

最
も
難
し
か
っ
た
の
は
、心
柱
の
柔
ら
か
さ

と
強
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
程
度
と
す
る
か

で
あ
っ
た
。
タ
ワ
ー
の
揺
れ
を
抑
え
る
錘
と

し
て
、大
き
く
揺
れ
な
け
れ
ば
制
振
効
果
が

得
ら
れ
な
い
が
、揺
れ
幅
を
大
き
く
す
る
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
付
加
が
大
き
い
。
特
に
、

地
震
や
強
い
風
の
時
に
心
柱
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に﹁
ひ
び
割
れ
﹂が
入
っ
て
は
継
続
的
な
放

送
を
続
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、P
C
鋼
材
で

緊
張
力
を
導
入
す
る﹁
フ
ル
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
構

造
﹂を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た（
図

—

１
）。

心
柱
は
頂
部
に
ゆ
く
ほ
ど
錘
と
し
て
の
効

果
が
高
い
た
め
、
展
望
台
に
近
い
上
層
を

6
0
0

mm
と
厚
く
、
基
壇
に
近
い
下
層
を

4
0
0

ｍｍ
と
薄
く
計
画
し
た
。
建
築
的
に
は

内
部
を
避
難
階
段
と
し
て
利
用
す
る
中
央

シ
ャ
フ
ト
で
あ
り
、地
下
か
ら
第
一
展
望
台

ま
で
の
高
さ
約
3
8
5ｍ
を
有
す
る
。
制

振
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
地
震
時
の
揺
れ
を

最
大
5
0
％
、
強
風
に
よ
る
揺
れ
を
最
大

3
0
％
低
減
す
る
極
め
て
高
い
能
力
を
持
つ
。

写真ー２
コンクリート打設中の心柱内

写真ー１　東京スカイツリー

図ー１
高層階心柱断面（SWPR7BL 15.2Φ-168 本）

東京スカイツリーにおける心柱制振機構の役割

明日を築くプロジェクトの風景♯003

株式会社日建設計東京オフィス
構造設計室

小西 厚夫
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明日を築くプロジェクトの風景♯003

写真－1
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掛
川
市
の
防
災
計
画

　

静
岡
県
掛
川
市
は
、
東
京
と
大
阪
の
ほ

ぼ
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、東
西
15
㎞
・
南

北
31
㎞
で
、人
口
約
12
万
人
の
街
で
す
。
広

域
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、国
道
一
号
、国

道
1
5
0
号
が
通
り
、J
R
東
海
道
新

幹
線
、
東
海
道
本
線
の
駅
や
東
名
高
速
道

路
、
新
東
名
高
速
道
路
の
I
C
が
設
置
さ

れ
、天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の
起
点
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
工
業
出
荷
額
は
静
岡
県
内
６
位

で
、お
茶
の
生
産
量
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
的
に
も
掛
川

城
、つ
ま
恋
を
始
め
、山
や
海
等
の
観
光
資

源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

東
海
地
震
説
が
発
表
さ
れ
て
以
来
36
年

間
、
地
震
動
に
よ
る
人
的
・
物
的
被
害
の

減
少
を
目
指
し
、
地
域
の
自
主
防
災
会
の

育
成
、公
共
施
設
や
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の

推
進
、災
害
資
機
材
の
備
蓄
な
ど
、様
々
な

地
震
対
策
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、平
成
22
年
３
月
11
日
に
東
北
地

方
を
襲
っ
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
り
、津
波
に
よ
る
被
害
か
ら
住
民
を
守
る

た
め
、様
々
な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

掛
川
市
は
10
㎞
の
海
岸
を
有
し
て
い
る

た
め
、東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
、海
岸
部

の
各
家
庭
や
自
主
防
災
会
に
15ｍ
以
上
の

高
台
に
避
難
す
る
津
波
避
難
計
画
の
作
成
を

進
め
る
と
と
も
に
、約
4
0
0
ヶ
所
の
海
抜
表

示
を
行
い
、地
域
と
協
働
で
避
難
訓
練
を
重

ね
て
来
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、民
間
が
設
置
す
る
施
設

へ
の
補
助
制
度
や
地
域
へ
の
資
材
提
供
な
ど

で
津
波
避
難
施
設
の
確
保
に
努
め
る
と
伴
に
、

沿
岸
部
の
３
層
に
わ
た
る
防
災
林
を
活
用
し

た﹁
森
の
堤
防
づ
く
り
﹂を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
８
月
の
内
閣
府﹁
南
海
ト
ラ
フ

で
発
生
す
る
巨
大
地
震
﹂想
定
で
は
、浸
水

域
は
当
初
予
想
し
て
い
た
も
の
よ
り
小
さ
く

な
り
ま
し
た
が
、沿
岸
部
の
市
民
の
安
全
・

安
心
を
醸
成
す
る
た
め
、津
波
避
難
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

津
波
避
難
施
設
の
選
定

　

津
波
避
難
施
設
の
工
法
選
定
に
あ
た
り
、

鋼
製
や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト（PCaPC

）製
、マ
ウ
ン
ド
等
の
様
々

な
津
波
避
難
施
設
を
、構
造
や
強
度
、建
設

や
維
持
管
理
コ
ス
ト
、
専
有
面
積
、
耐
用

年
数
、
平
常
時
の
活
用
の
面
か
ら
多
角
的

に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
に
建
設
す
る

津
波
避
難
施
設
は
、PCaPC

製
の
人
工
地

盤
型
が
最
も
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
、
採

用
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
３
月
に
竣
工
し
た
津
波
避

難
施
設
は
、菊
浜
地
区
で
は
、海
岸
か
ら
約

1
4
0
0ｍ
離
れ
た
海
抜
５ｍ
の
駐
車
場

用
地
に
、
高
さ
10ｍ
・
避
難
面
積
2
0
0

㎡
で
6
0
0
人
が
一
時
避
難
す
る
こ
と
が

出
来
る
施
設（
写
真

—

1
）今
沢
地
区
に
は
、

海
岸
か
ら
約
9
0
0ｍ
離
れ
た
海
抜
３

ｍ
の
公
会
堂
脇
に
、高
さ
12ｍ
・
避
難
面
積

1
2
5
㎡
で
3
7
5
人
の
施
設
と
し
ま
し

た（
写
真

—

2
）

　

こ
の
施
設
は
、工
法
選
定
の
時
点
か
ら
津

波
避
難
施
設
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら
地

域
の
住
民
が
集
ま
り
活
用
で
き
る
施
設
と

し
て
建
設
を
進
め
て
き
た
た
め
、柱
と
柱
の

間
隔
が
広
く
取
ら
れ
て
お
り
、
避
難
場
所

の
下
部
も
地
域
で
有
効
利
用
で
き
る
広
さ

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
竣
工
式
で
、﹁
こ
の
施
設
は
津
波

避
難
施
設
の
み
で
は
な
く
、地
域
の
皆
さ
ん

に
普
段
か
ら
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、地
域
の
財
産
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

地
域
の
区
長
さ
ん
か
ら
は
、﹁
地
域
に
は
高

台
等
の
避
難
場
所
が
な
く
、
津
波
避
難
施

設
は
、地
区
住
民
の
願
い
で
も
あ
り
、大
変

感
謝
し
て
い
る
。
地
域
を
挙
げ
て
防
災
対

策
に
一
層
の
力
を
入
れ
て
い
く
。
こ
の
施
設

を
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
、地
域
に
根
付
い
た
施
設
と
し
て
い
き
た

い
。﹂と
答
え
ま
し
た
。

津波対策人工地盤

掛川市危機管理課
防災計画専門官

浦野 正守

写真－2



南　風
　昔の人たちは、風の吹いてくる方向や強さによっ
て、コチ（緩やかな東風）・ヤマセ（冷たい北東風）など
様々な名前をつけていました。低気圧・前線などの
気象用語がない時代、気象現象を伝える手段として、
風に名前をつけて使っていたのではないでしょうか。
春一番やフェーンのように、その風によって、どのよ
うな気象現象が起きるのかが重要だったと思われま
す。
　山陰から九州西岸、沖縄にかけての地方では、南風
をハエと呼んでいます。ハエは死語になっていると
思っていたのですが、十年ほど前、長崎県の離島の港
を視察したとき、地元の漁師さんから「この港はハエ
に弱いから、台風のときには島の反対側に避難する」
と説明を受けたことがあります。漁師さんたちは
現在でも使っているようですが、一般に使われるこ
とは、ほとんどありません。ただ、入梅の頃を「黒南
風（くろはえ）」、梅雨の最盛期を「荒南風（あらはえ）」、
梅雨明けの頃を「白南風（しらはえ）」と呼ぶ言い方が
あり、和歌や俳句の愛好家は季節感あふれた言葉と
して好んで使っています。

　　　白南風の光
て り は

葉の野薔薇過ぎにけり
　　　　　かはづのこゑも田にしめりつつ
　　　　　　　　北原白秋　歌集「白南風」より

　ハエのついた地名は多く、たとえば沖縄県の首里
城の南には「南風原（はえばる）町」、長崎県のハウス
テンボスの近くには「JR南風崎（はえのさき）駅」があ
ります。西日本の島や海岸沿いの各地に「南風泊（は
えどまり）」という地名も残っています。この地名は、
島や海岸の北にあり、南の強風を避ける停泊地を意
味しています。
　長崎県の男女群島の男島は各方向から強い風が
吹くらしく、国土地理院の地図には、「南風泊」の他に
「東風泊（こちどまり）」「西風泊（にしどまり）」「北泊」
の、四方の風の泊が表記してあります。「北泊」は「あ
なぜとまり」と呼び、昔の地図には「北風泊」と表示さ
れていました。地名の意味を知らない人がこの地図
を見たら、上下左右が逆転していると誤解するかも
しれません。

　南風は、太平洋沿岸と瀬戸内ではマジ、日本海沿岸
ではクダリと呼ばれています。マジの意味はよく分
かりませんが、桜の花の咲く頃に南から吹いてくる
暖かい風は「桜まじ」と呼ばれ、春の季語になってい
ます。南風をクダリと呼ぶようになったのは、北前
船の影響と思われます。北前航路は、日本海沿いの
東北・北陸地方の米や産物を、山陰・関門海峡から瀬
戸内・大阪を経由して江戸に運んだ航路で、寛文11
年（1671）に河村瑞軒によって開設されました。津軽
海峡を通って江戸に輸送すれば効率的だと思うので
すが、途中の停泊地が未整備だったのと、太平洋岸の
航路には途中に三陸海岸や鹿島灘があり、ここで西
風を受けると、沖に流されて帰れなくなってしまう
ため、遠くても安全な北前航路が使われていたそう
です。大阪や江戸に向かうときには北風を利用し、
逆方向は南風を利用していたため、北風をノボリ、南
風をクダリと呼んでいて、その言葉が一般に普及し
ていったと思われます。

メディアファクトリー新書

気象予報士
株式会社富士ピー・エス顧問

松嶋　憲昭 
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  桶狭間は晴れ、
　　　　のち豪雨でしょう
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